
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学校教育目標》 

「育成を目指す資質能力」 

○やり通す「粘り強さ」 

 ○協力する「協働する力」 

 ○前進する「創造する力」 

啓北中四本柱 

・挨拶励行 ・環境美化 

・私語撲滅 ・時間厳守 

苫小牧市立啓北中学校 学校通信 令和８年６月３日発行 

 行事っていいなぁ～体育大会～  
     

「やっぱり、行事っていいなぁ」と実感した一日でした。 

笑ったり、喜んだり、悔しがったり、時には怒ったり(笑)。そして、一致団結して取り組む姿。体

育大会ならではの子供の姿や表情をたくさん見ることができました。 

初めの競技は「綱取り」。男子、女子に分かれてそれぞれの綱を取りに行くのですが、あるクラス

では、女子が優勢、男子がまったくの劣勢…そんな結果に女子が「男子何やってんだよ～(怒)！」

と。思わず笑ってしまいました。学級対抗リレーでは、ダイナミックに走る姿はカッコいいし、一生

懸命に走る姿は美しい！長縄跳びでは、一糸乱れぬ姿で跳び続ける一体感、なかなか続かないけどあ

きらめずに跳び続ける姿を見ることができました。競技中のそんな姿はもちろんなのですが、勝負が

決したときの互いを称賛する拍手、競技前の円陣や掛け声、応援する姿、そのすべてがうれしかった

し、感動しました。 

よく、行事を通してこんな力を身に付けさせたい…だとか難しいことを言うんですが、まずもって

子供たちのこのような姿を引き出すことが学校に求められていることだと思うのです。人は、人との

かかわりの中で成長します。行事のような人とのかかわりがたくさんある機会を大事にしていくこと

が、今の時代だからこそ必要とされているのだと思いますし、生きていく力を育むことにつながると

確信しています。啓北は、これからも、人とのかかわりを大切にして子供を成長させていきたいと思

います。 
 

最後に、保護者の皆様に一言申し上げます。今年度は、グラウンドコンディション不良のため順延

して体育大会を開催いたしました。再度、お仕事を調整して、ご来校された保護者の方もたくさんい

らっしゃったと思います。本当にありがとうございます。本大会をご覧になられた方もそうでない方

も、ぜひ、お子様と体育大会について振り返っていただけると嬉しいです。運動の得意ではない子

も、きっとどこかの一場面で楽しかった思い出があると思います。 

また、本大会を開催するにあたり、何度も路上駐車禁止のお願いをしてきました。皆様のご協力の

おかげで、地域から苦情の電話がくることもなく円滑に実施することができました。そして、最後に

グラウンドを見て回ったのですが、保護者席にゴミなどが一つも落ちていませんでした。こんな素敵

な保護者の皆様に囲まれて教育活動を進めることができることに喜びを感じます。本当にありがとう

ございました。保護者の皆様とのかかわりの中で、我々教職員も成長できます。今後も本校教育活動

にご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 
 

 

苫小牧市立啓北中学校長 遠藤 佳伸 

 

 

啓北中「６つの行動指針」 すべての教育活動を この考えのもと推進していきます。 

01 学ぼう  （子どもも教師も学ぼう）  

02 育てよう （未来を生き抜く子どもに必要な資質・能力を育てよう） 

03 楽しもう （子どもも教師も楽しもう）  

04 聞こう  （意見や悩み事など、子どもの声に耳を傾けよう） 

05 寄り添おう（相手の立場になって考えよう）  

06 つなごう （子ども同士をつなぐとともに、地域に、社会につなげよう） 


